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横須賀市の取り組みについて 

 
１．横須賀港港湾環境計画の中間評価を実施 
（１）過去５年間における施策・取組等を検証・評価 
平成 17 年３月に策定した「横須賀港港湾環境計画」に基づく平成 22 年度までの５年間

の施策や取り組みについて、検証・評価を行った。 
（２）横須賀港港湾環境計画中間評価委員会の開催 
標記委員会を設置して、委員に評価の妥当性について審議していただき、市長に意見書

が提出された。 
（３）今後の施策推進の方向性を検討 
同委員会での意見を基に今後の施策推進について検討を行い、下記の３つを今後５年間

の重点施策として推進していくこととした。 
① 人々が海に親しめるよう、浅海域の再生を進める 
② 日常生活の中に水辺空間を身近に感じられるような環境の修復改善を進めていく 
③ 市民との協働、あるいは役割分担によりエコポート事業を推進し、人々が海に親し 
める場の提供や、ガイドなどの人材育成を進める 

※横須賀港港湾環境計画策定から５年が経過する平成 22 年度中に委員会を終え、中間評

価報告をまとめる予定だったが、３月に予定されていた委員会が東日本大震災の影響

で中止となったため、平成 23 年度に繰り越して実施した。 
 
２．海の魅力発見・体験 in 走水の開催 
 平成 23 年 8 月 29 日（日）に、スノーケリングによるアマモ場の観察を中心とした「子

ども達が自然に恵まれた横須賀の海を体験する」標記イベントを本市走水海岸にて実施し

た（今年度で６回目の開催）。 
今回は東日本大震災の影響で保護者が海を避けるのではないかという懸念があったが、

例年とほぼ変わらない応募者数だった。 
 また、海で行うイベントの開催に際して、地震発生や津波注意報等の発令時などにおけ

る行動マニュアルを作成して緊急時における行動を明確化し、関係者に周知徹底すること

に努めた。 

①  



 
 

【横浜港】「美しい横浜港」をめざして 

 
 
 横浜市では、市の中期計画において「豊かな生物多様性を

実感できるライフスタイルの実現」と、「水と緑にあふれる都

市環境」を基本政策に掲げており、浅海域における海生生物

の生息環境を改善し、生態系の回復からきれいな海をつくり、

海辺の環境活動への啓発や興味を高め、市民とともに 
取り組む海づくりを目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 きれいな海づくりの取組については、横浜港内

の水際線の利用状況やアクセス性などを考慮の

うえ、専門家の意見を取り入れながら３か所を選

定し、臨海部の環境再生のモデルとして各地区ご

とに調査・検討に着手しています。 
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横 浜 市 環 境 創 造 局

鶴見区末広地区 ～京浜の森と海づくり～ 

(取組方針) 

⇒水再生センター護岸を活用した生物生息環境の改善 

中区山下公園前 ～海づくりのショーケース～ 

(取組方針) 

⇒海域再生のプロモーションの場として、イベントを開催

金沢区野島海岸 ～地域とともに取組む海づくり～ 

(取組方針) 

⇒海岸の美化に取組む市民団体を支援 



●横浜港港湾空港技術調査事務所構内に、①老朽化した護岸の補修・補強対策、②水環境を改善

するための生物生息場の創出、③市民利用が可能な海辺の創出、を目的とした、階段状の人工

生物共生型護岸の整備生物共生型護岸の整備

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部

③

干潟・磯場『潮彩の渚』)を平成１９年度に整備。

●整備後のモニタリングにおいて、

研究機関等との連携により、環境

改善効果の検証を行い、多種多様

な生物が着生していることを確認

した。

●また、ＮＰＯ等市民団体による自

然体験活動・環境学習活動が実践

されており、環境教育・啓発活動

の場として活用されている。
2008年2月29日竣工

干潟①
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2008年2月29日竣工

■生物生息環境を創出する構造

多種多様な生物が着生できるよう、砂浜と磯場

の部分を整備。

■生物生息環境を創出する構造

船舶が航行する水域を狭めないよう、棚

式の構造を採用。
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干潟・平面図 干潟・断面図
港湾利用と干潟の共存

●自然体験活動・環境学習活動
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●中ノ瀬航路の浚渫工事により発生した良質な浚渫土砂を有効活用して、東京湾奥部(浦安沖)に

おいて覆砂を実施した（平成１７～１８年度）。

東京湾奥部（浦安沖）における覆砂東京湾奥部（浦安沖）における覆砂

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部

●モニタリング調査を行った結果、覆砂を実施した区域では、覆砂を実施していない区域と比較

して底泥からの栄養塩(窒素・リン)の溶出が抑制されるとともに、生物相の回復効果のあるこ

とが確認できた。

4m4m～～ 9m9m
--10m10m

東京ディズニーシー

東京ディズニーランド

--7m7m

--4m4m～～--9m9m

--4m4m～～--7m7m

覆砂前 海底地形

覆砂区域面 積：約４５万ｍ２

投入土量：約４５万ｍ３

--7m7m

--9m9m

--4m4m～～--7m7m

●モニタリング調査

造成工事実施後の水底質の改善効果について、継続性があることを確認。

覆砂後 海底地形(深掘の一部を解消)

・底質（COD）の改善効果 浮泥が堆積し生物が棲みにくい環境

覆砂周辺区域

・底質（硫化物）の改善効果

環境改善の目標値
（18mg/g未満）

底質の改善により良好な状態を維持

覆砂区域

・生物相（底生生物）の回復効果

環境改善の目標値
（2mg/g未満）

環境改善の目標値環境改善の目標値
（6,000個体/㎡以上）



●港湾整備により発生する浚渫土砂の有効活用を促進するため、浚渫土砂と製鋼スラグを混合し

て製造した人工石(浚渫土固化体)を用いて藻場を造成し、その有効性を確認する。

浚渫土砂を活用した人工石を用いた藻場の造成試験浚渫土砂を活用した人工石を用いた藻場の造成試験

②水和固化体①天然石

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部

【位置図】

300 500k ／個の天然石

②水和固化体

製鋼スラグ 高炉スラグ微粉末 水

①天然石

二間島

元名川

【位置図】

・300～500kg／個の天然石。

JISA5006割栗石の物理的性質を満足

し、比重2.3以上。

・製鋼スラグ・高炉スラグ微粉末・水

を混ぜた人工石材。硬化後に300～

500kg／個に粉砕。JISA5006準硬石の

物理的性質を満足し、比重2.3以上。

③改良混合土基盤

藻礁石材設置範囲

保田平島

保田川

④浚渫土固化体
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・浚渫土・製鋼スラグ・海水を混ぜ

た改良混合土。藻礁石材投入（水和

固化体）場所に基盤材として50cmの

厚さで打設。

・浚渫土・製鋼スラグ・高炉スラグ微

粉末・海水を混ぜた人工石材。硬化後

に300～500kg／個に粉砕。JISA5006準

硬石の物理的性質を満足し、比重2.0

程度。
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●モニタリング調査（平成２２年７月～平成２３年１２月）
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●港湾整備により発生する浚渫土砂の有効活用を促進するため、浚渫土砂を用いて浅場を造成

し、その有効性を確認する。

●砂止め堤となる潜堤の一部に、浚渫土砂と製鋼スラグを混合して製造した人工石（浚渫土固化

浚渫土砂を活用した浅場の造成試験浚渫土砂を活用した浅場の造成試験

関 東 地 方 整 備 局 港 湾 空港 部

●砂止め堤となる潜堤の 部に、浚渫土砂と製鋼スラグを混合して製造した人 石（浚渫土固化

体）を用いて造成し、その有効性を確認する。

横浜港金沢地区N
380m 平面図

Ａ Ａ
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【天然石】

潜堤（天然石）

浚渫土砂

【浚渫土固化体】

●モ タリング（経時変化）

底生生物の種類数（浅場）

・浚渫土・製鋼スラグ・高炉スラグ微粉末・

海水を混ぜた人工石材。硬化後に300～500kg

／個に粉砕。JISA5006準硬石の物理的性質を

満足し、比重2.0程度。

・300～500kg／個の天然石。JISA5006割栗

石の物理的性質を満足し、比重2.3以上。

●モニタリング（経時変化）
St1 St2
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